
設備用材

注：図面・帳票等で記号により白管を区分する必要がある場合に種類の記号のあとに
-Z Nを付記します。ただし、製品の表示には適用しません。

G3452
配管用炭素
鋼鋼管

G3454
圧力配管用
炭素鋼鋼管

G3442
水配管用亜鉛
めっき鋼管

G3443
水輸送用
塗覆装鋼管

G3457
配管用アー
ク溶接炭素
鋼鋼管

G3456
高温配管用
炭素鋼鋼管

G3455
高圧配管用
炭素鋼鋼管

G3460
低温配管用
鋼管

種類

黒管
白管

記号

SGP

STPG370

STPG410

SGPW

STW290

STW370

STW400

STPY400

STPT370

STPT410

STPT480

STS370

STS410

STS480

STPL380

STPL450

STPL690

化 学 成 分 ％

C

̶

≦0.25

≦0.30

JIS G 3452配管用炭素鋼鋼管に規定されたプレンエンド 
の黒管を用いて溶融亜鉛めっきを施す。

̶
0.25
以下
0.25
以下

≦0.25

≦0.25

≦0.30

≦0.33

≦0.25

≦0.30

≦0.33

≦0.25

≦0.18

≦0.13

Si

̶

≦0.35

≦0.35

̶

̶

̶

̶

0.10～
0.35
0.10～
0.35
0.10～
0.35

0.10～
0.35
0.10～
0.35
0.10～
0.35

≦0.35
0.10～
0.35
0.10～
0.35

Mn

̶

0.30～
0.90
0.30～
1.00

̶

̶

̶

̶

0.30～
0.90
0.30～
1.00
0.30～
1.00

0.30～
1.10
0.30～
1.40
0.30～
1.50

≦1.35
0.30～
0.60

≦0.90

P
max

0.040

0.040

0.040

0.040
以下
0.040
以下
0.040
以下

0.040

0.035

0.035

0.035

0.035

0.035

0.035

0.035

0.030

0.030

S
max

0.040

0.040

0.040

0.040
以下
0.040
以下
0.040
以下

0.040

0.035

0.035

0.035

0.035

0.035

0.035

0.035

0.030

0.030

Ni

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶
3.20～
3.80
8.50～
9.50

引 張 試 験

引張
強さ
min

N/
mm

290

370

410

290

370

400

400

370

410

480

370

410

480

380

450

690

降伏
点
min

N/
mm

̶

215

245

̶

215

225

225

215

245

275

215

245

275

205

245

520

伸び　min　％

11,12
号試
験片

管軸方向

30

30

25

30

30

̶

̶

30

25

25

30

25

25

35

30

21

5号
試験
片

管軸直角
方向

19

25

20

25

25

18

18

25

20

20

25

20

20

25

20

15

4号試験片

管軸方向

̶

28

24

̶

̶

̶

̶

28

24

22

28

24

22

30

24

16

管軸直角
方向

̶

23

19

̶

̶

̶

̶

23

19

17

23

19

17

22

16

10

JIS規格

2 2

熱間仕上電気抵抗溶接鋼管
電気抵抗溶接鋼管

製造寸法範囲

15A～100A
10A～500A

製造法別

寸法・質量

（A）

10
15
20
25
32
40

50
65
80

90
100
125
150

175
200
225
250
300

350
400
450
500

（B）

13/8
11/2
13/4
1
11/4
11/2

2
21/2
3

31/2
4
5
6

7
8
9
10
12

14
16
18
20

外径
mm

17.3
21.7
27.2
34.0
42.7
48.6

60.5
76.3
89.1

101.6
114.3
139.8
165.2

190.7
216.3
241.8
267.4
318.5

355.6
406.4
457.2
508.0

外径の許容差
mm

テーパねじ
を切る管

±0.5
±0.5
±0.5
±0.5
±0.5
±0.5

±0.5
±0.7
±0.8

±0.8
±0.8
±0.8
±0.8

±0.9
±1.0
±1.2
±1.3
±1.5

̶
̶
̶
̶

それ以外の
外径

±0.6
±0.8
±0.9

±1.0
±1.1
±1.4
±1.6

±1.6
±1.7
±1.9
±2.1
±2.5

±2.8
±3.3
±3.7
±4.1

厚さ
mm

2.3
2.8
2.8
3.2
3.5
3.5

3.8
4.2
4.2

4.2
4.5
4.5
5.0

5.3
5.8
6.2
6.6
6.9

7.9
7.9
7.9
7.9

厚さの
許容差

＋規定し
ない

－12.5％

ソケット
を含まな
い質量
kɡ/m

0.851
1.31
1.68
2.43
3.38
3.89

5.31
7.47
8.79

10.1
12.2
15.0
19.8

24.2
30.1
36.0
42.4
53.0

67.7
77.6
87.5
97.4

呼び径

注：1.  350A以上の管の外径許容差は周長測定によることができます。この場合の許容 
差は±0.5％とします。

2.  管1本の長さは、100A以下の白管は4,000mm、それ以外は5,500mmを標準とし
ます。

配管用鋼管

配管用炭素鋼鋼管（SGP）JIS G 3452

ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資
料に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告
なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署にお問い合せください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載
された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、あるいは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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